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ICT機器を用いて資
料を提示し、視覚的
に捉えやすくする。
実践的活動や体験的
活動を取り入れ、道
徳的諸価値について
理解できるようにす
る。

ICT機器を用いて資
料を提示し、視覚的
に捉えやすくする。
自分の考えを基に書
いたり、意見を聞い
たり話し合ったりす
る活動を取り入れ、
道徳的な判断力・心
情・実践意欲と態度
を育てられるように
する。

ICT機器を用いて資
料を提示し、視覚的
に捉えやすくする。
ICT機器を活用し、
自己の考えを表現し
たり他者と交流した
りすることで、物事
を多面的・多角的に
考え自己の生き方に
ついて深められるよ
うにする。

・課題解決の際に他者の意見を尊重するよさや友達と協働するよさを味わっている児童が多いが、自分と違う意見を認めたり、協力して課題を解決したりする

ことに楽しさを見出していない児童もいる。

・国語、算数の重要性はわかっていながらも学習の楽しさを味わえていない。

・読解力や漢字、目的や意図に応じて伝える力などに課題がある。また、難しい課題に直面した際に、「自分の力で解決していこう。」と粘り強く取り組むこ

とができない、自分の自信が持てない問題を避けていこうとする傾向がある。

〇子ども達一人一人がしっかりと考えをもつことができるようにするための指導。

○子ども達が自分なりに自分の考えを表現することができるようにするための指導。

小グループでICT機
器を活用して情報交
換したり、ねらいに
沿って話し合ったり
する活動を意図的に
設定する。

ＩＣＴ機器を用いて
情報収集したり、学
習課題に対する自分
の考えを発表したり
深めたりする。小グ
ループで調べたこと
を共有、話し合う活
動を意図的に設定
し、自身にできるこ
とを選択・判断でき
るよう指導する。

立式の根拠や課題解
決の方法などについ
て、一人ひとりに
合った手段を用いて
友達と考えを共有し
たり、よりよい方法
や答えを考えたりす
る時間を設定するな
ど一単位時間の流れ
を工夫する。

科学的事象について
学習経験や生活経験
を想起させる。予想
や仮説をもたせ、そ
う考えた根拠を話し
合わせる場を設定す
る。
実験結果をICT、図
や表などを用いて分
かりやすくまとめ、
結果から考えられる
ことを自分の言葉で
表現できるように指
導する。

演奏に対する思いや
意図をもてるよう
に、ペアや小グルー
プで話し合う活動を
意図的に設定する。
また、多様な表現の
良さに気付けるよ
う、互いの演奏を聴
き合い、良さを言葉
で伝え合う活動を取
り入れる。

アイデアを思い付
き、主体的に自分の
思いを表現できるよ
う、考えるヒントを
視覚的に提示した
り、試し活動を意図
的に設定したりす
る。

様々な運動に進んで
取り組む中で自己の
課題を発見し、他者
と伝え合って課題を
解決する活動を取り
入れる。また、静止
画や動画を用いて互
いの考えを共有する
場面を意図的に設け
る。

ALTやICTを効果的に
用いて表現に親しま
せ、ペアやグループ
の活動を多く設定す
る。また、ゲームや
発表などを通して、
自身の考えを広めた
り深めたりすること
ができる場を設定す
る。

演奏に対する思いや
意図をもてるよう
に、ICT機器を活用
して情報交換した
り、小グループで話
し合ったりする活動
を意図的に設定す
る。また多様な表現
の良さに気付けるよ
う、互いの演奏を聴
き合い、工夫点を言
葉で伝え合う活動を
取り入れる。

アイデアを思い付
き、主体的に自分の
思いを表現できるよ
う、振り返りカード
の記述などから表し
方の違いを例示した
り、互いの工夫を見
合う時間を意図的に
設定したりする。

ペアやグループでの
活動を取り入れ、話
し合ったり教え合っ
たりする場を設定す
る。作品等は実物を
見たり、タブレット
で共有したりして互
いの工夫した点を伝
え合ったり認め合っ
たりする。

様々な運動に進んで
取り組む中で、自己
の課題を発見し、他
者と伝え合って課題
を解決する活動を取
り入れる。動画によ
る手本を見せたり、
自己の動きを確認し
たりし、課題発見や
課題解決を行う。

小グループで発表し
たり、話し合ったり
する活動を意図的に
設定する。

ＩＣＴ機器を活用
し、学習活動に対す
る資料を児童にわか
りやすく提示する。
ペアやグループで話
し合う活動を意図的
に設定し、自身にで
きることを選択・判
断できるよう指導す
る。

立式の根拠や課題解
決の方法などについ
て、一人ひとりに
合った手段を用いて
友達と考えを共有し
たり、よりよい方法
や答えを考えたりす
る時間を設定する。

科学的事象について
学習経験や生活経験
を想起させ、予想や
仮説をもたせる場を
設定する。
実験結果を整理、共
有する場を意図的に
設定することで自分
の考えをもたせやす
くする。

友達と関わりなが
ら、楽しんで表現で
きる活動を意図的に
設定する。また、演
奏を聴いて、良さを
言葉で伝え合う活動
を取り入れる。

アイデアを思い付
き、主体的に自分の
思いを表現できるよ
う、個々に応じた言
葉掛けを工夫した
り、基本的な技能に
ついて計画的に指導
をしたりする。

様々な運動遊びに進
んで取り組む中で、
工夫や考えたことを
他者に伝える活動や
時間を設ける。動き
を動画に撮影し、学
級全体で確認した
り、掲示物にしたり
し、動きを広げられ
るようにする。

ペアで互いに発表し
たり質問や感想を伝
えたりする活動を意
図的に設定する。

場面の様子を絵や
図・式に表して立式
の根拠友達と話し合
えるように、児童一
人ひとりに合った表
現方法（ノート・
ICT機器など）を指
導する。

それぞれの児童が具
体的な活動や体験を
通して質の高い気付
きを得るため、UDの
視点にたって、「見
付ける」・「比べ
る」・「試す」・
「見通す」などの多
様な学習活動を行う
ように授業を改善し
ていく。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語

国分寺市立第九小学校令和６年度　授業改善推進プラン　

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた、児童一人一人が自分の考えをもち適切に表現することのできる授業

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（小学校６年生） （２）　その他の資料を活用した分析

学力・学習状況調査の分析

・国語科では、漢字、物語の読み取り（人物像や物語の全体像）、目的や意図に応じて自分の考えが伝わ

るように表現を工夫することに課題がある。算数では、「速さ」を求める問題の理解に課題がある。

・「物語の読み取り、漢字の書き取り（国語）」、「速さ（算数）」といった問題では都や全国よりも無

回答率が高い。分からない問題があったときに粘り強く考えずに諦めてしまい、避けていこうとする傾向

があることが窺える。

・一人一人がしっかりと考えをもつことができるよう授業を改善していくなど、ボトムアップを図る必要

がある。

生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査の分析

・国語科、算数科の学習の大切さや有用性についての質問に対して肯定的に捉えている児

童の割合が都や全国の平均に比べて高い。一方で国語や算数の勉強があまり好きではな

い、好きではないと回答した児童が約３割と多くいる。

・友達との話合いを行う中で自己の考えを深めたり広げたりできていると考えている児童

の割合が高い。反面、自分と違う意見について考えることを楽しいと捉えられていない児

童もいる。

・話し合うことの意義を皆で考えたり、積極的に話し合う場面を多く設定したりするな

ど、自分の考えを表現することや学ぶこと自体の楽しさを味わすことができるよう授業を

改善していく必要がある。

東京都統一体力テスト

東京ベーシックドリル

学校評価

活用した資料名及び分析結果

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 児童

の現状」にまとめる。

③「２ 児童の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 児童の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 児童の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 学校指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。

評価 ◎…実施した。 〇…一部実施した。 △…未実施


